
中
世
大
隅
国
の
守
公
神

国
府
と
の
関
連
か
ら

は
じ
め
に

古
代
国
家
の
宗
教
政
策
に
関
し
て
、
国
分
寺

。
国
分
尼
寺
を
は
じ
め
と
す
る
仏
教

面
に
お
い
て
は
数
々
の
研
究
が
あ
り
、
発
掘
調
査
も
進
み
、
各
国
で
の
あ
り
方
が
多

角
的
に
解
明
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
神
祗
面
に
関
し
て
は
、
八
幡
な
ど
の
国

家
神
と
も
い
う
べ
き
存
在
や
、
春
日
社
な
ど
の
氏
神
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ

る
も
の
の
、
各
国
に
お
け
る
神
祗
体
系
に
つ
い
て
の
研
究
は
思
い
の
ほ
か
少
な
い
。

こ
の
点
に
は
や
く
注
目
し
た
の
は
大
田
亮
で
あ
っ
た
。
大
田
は

「国
府

・
国
分
寺
関

係
の
神
社
」
の
中
で
、
国
府
に
関
係
す
る
神
社
と
し
て
、
総
社

ｏ
六
所
宮

ｏ
国
府
八

幡

ｏ
御
霊
社

・
国
府
天
神

・
守
宮

・
国
庁
社

ｏ
府
中
神

・
旧
府
神

・
印
鎗
社

・
一
宮

な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
で
は
村
井
康
彦
が

「国
庁
神
社
の
登
場
―

惣

社
の
系
譜
―
」
に
お
い
て
、
国
庁
に
付
設
さ
れ
て
い
た
神
社
を

「国
庁
神
社
」
と

呼
び
、
主
に
惣
社
に
つ
い
て
そ
の
発
生
を
論
じ
て
い
る
。

「守
宮
」
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
柳
田
国
男
が
注
目
し
、
『毛
坊
主
考
』
で
は

「守

宮
神
と
い
う
神
が
禁
廷

・
国
庁

。
総
社
等
の
神
に
し
て
ま
た
諸
道
の
神
で
あ
っ
た
」

と
し
、
『石
神
問
答
』
で
は

「守
公
神
は
も
と
ソ
コ
の
神
即
ち
塞
神
な
り
し
を
　
ソ

ク
ジ
ン
と
も
ス
ク
ジ
と
も
申
し
候
よ
り
　
い
つ
と
無
く

「公
を
守
る
」
な
ど
云
ふ
無

山

田

雄

司

理
な
る
文
字
を
付
会
せ
し
も
の
に
候
は
ん
」
と
し
て
い
る
。
確
か
に
柳
田
の
言
う
よ

う
に
、
「守
宮
神

（守
公
神
と

と
呼
ば
れ
る
神
は
国
府
に
だ
け
付
設
し
て
い
る
神
で

は
な
い
。
こ
の
神
の
全
体
的
把
握
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
す
こ
と
と
し
、
本
稿
で
は

国
府
に
関
係
す
る
場
合
、
そ
の
中
で
も
大
隅
国
の
例
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
て
い
く
。

古
代
末
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
各
国
に
お
け
る
神
祗
政
策
は
、
決
し
て
統

一
的
な

も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
よ
っ
て
か
な
り
の
差
異
を
有
し
て
い
る
。
そ
の

一
つ
一
つ
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
在
地
に
お
け
る
信
仰
の
形
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

太
田
は
前
掲
論
文
の
中
で
、
「守
宮
」
の
記
録
の
見
ら
れ
る
国
と
し
て
、
尾
張

（司

宮
神
）

・
三
河

（守
宮
）

・
甲
斐

（守
宮
明
神
）

・
相
模

（守
公
神
）

・
美
濃

（守

宮
）

。
若
狭

（守
宮
）

ｏ
備
前

（守
宮
）

・
長
門

（守
宮
）

・
大
隅

（守
公
神
社
）

を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「守
宮
と
は
国
衛
の
鎮
守
社
で
あ
つ
て
、
守
公
社
と
も
、

守
君
社
と
も
載
せ
ら
れ
て
居
る
。
従
つ
て
国
衛
国
庁
内
、
或
い
は
隣
接
せ
し
地
に
鎮

座
し
た
神
社
で
あ
つ
た
に
違
ひ
な
い
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
村
井
も
前
掲
論
文
の

中
で
、
買
国
）
府
中
神
と
か
国
庁
裏
神
社
と
は
、
国
府

（庁
）
の
な
か
に
祀
ら
れ
て

い
る
神
と
の
意
で
あ
り
固
有
名
詞
で
は
な
い
。
「守
宮
神
社
」
（甲
斐
）
「守
公
神
社
」

（大
隅

・
薩
摩
）
「府
守
神
社
」
（長
門

・
紀
伊
）
な
ど
に
し
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

い
わ
ば
名
も
な
き
神
、
個
性
を
も
た
ぬ
神
、
そ
れ
が
国
庁
神
社
の
神
で
あ
っ
た
」
と



述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
は
、
広
く
国
府
に
関
連
す
る
神
社
の
一
つ
と
し
て

「守
宮
」
を
取

り
上
げ
て
い
る
の
で
、
そ
の
具
体
的
性
格
に
つ
い
て
の
考
察
は
欠
け
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
神
祗
体
系
把
握
の
た
め
に
、
ま
ず
は
個
別
事
例

を
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
大
隅
国
の
守
公
神
に
つ
い
て
考
察

し
て
い
く
。
「
シ
ュ
ク
ジ
ン
」
の
記
述
の
仕
方
に
は
右
に
あ
げ
た
以
外
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
史
料
以
外
で
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
大
隅
国
の
場
合

に

一
般
に
使
わ
れ
る

「守
公
神
」
の
名
称
を
使
用
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

一
、
大
隅
国
府
付
設
の
守
公
神

大
隅
国
は
和
銅
六
年

（七

一
三
）
に
、
日
向
国
肝
杯

・
贈
於

。
大
隅

・
姶
補
の
四

郡
を
裂
い
て
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
国
府
の
所
在
地
に
関
し
て
は
、
現
在
の
鹿
児
島
県

国
分
市
府
中
向
花
や
姶
良
郡
隼
人
町
大
字
真
考

・
住
吉
と
す
る
説
が
あ
る
た
、
前
者

の
説
が
有
力
で
あ
る
。
そ
し
て
、
国
分
市
府
中
の
国
庁
の
あ
っ
た
と
さ
れ
る
場
所
の

北
側
に
、
現
在
の
祓
戸
神
社
か
つ
て
は
守
公
神
社
と
称
さ
れ
た
神
社
が
鎮
座
し
て
お

り
、
こ
の
神
社
の
存
在
が
国
府
を
国
分
市
府
中
向
花
に
比
定
す
る
根
拠
と
も
な
っ
て

（１０
）

い
る
。
そ
し
て
、
田
中
健
二
は

『薩
藩
旧
記
』
に
記
さ
れ
る
守
公
神
の
記
述
を
分
析

し
、
国
府
の
所
在
地
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。

大
隅
国
の
守
公
神
が
確
認
で
き
る
最
も
早
い
例
は
、
『調
所
氏
譜
祐
恒
伝
』
所
引

の
弘
安
十
年

（
一
二
八
七
）
二
月
日

「諸
役
注
文
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

一
、
守
公
神
御
侍
畳
事
、

一
、
長
畳
三
十
二
帖
、
小
畳
六
十
二
帖
、
帖
佐
之
役
也
、　
一
ヶ
村
分
三
帖

也
、
一一乱
効代

一
、
小
舎
人
将
束
四
具
、
帖
佐
之
役
也
、

浜
殿
借
家
分
役
所
之
事
、

西
妻

一
間
、
曽
野
恒
見
畳
三
帖
、
日
隠
萱
筵

一
枚
、
簾

一
間
、

次
中

一
間
、
帖
佐
恒
見
畳
三
帖
、
日
隠
萱
筵

一
枚
、
簾

一
間
、

次
中

一
間
、
蒲
生

・
久
得

ｏ
西
俣
畳
三
帖
、
日
隠
萱
筵

一
枚
、
簾

一
間
、

次
中

一
間
、
栗
野

・
北
里
畳
三
帖
、
日
隠
萱
筵

一
枚
、
簾

一
間
、

東
妻

一
間
、
栗
野
畳
三
帖
、
日
隠
萱
筵

一
枚
、
簾

一
間
、

大
宮
畳
七
十

一
帖
、
青
ヘ
リ
三
十
帖
、
紫
ヘ
リ
半
畳
二
帖
、
二
重
ヘ
リ
ニ
帖
、

此
内
十
二
帖
ハ
三
味
役
飾
鮫
五一料
槽
「

公
文
所
守
公
神
御
畳
二
十
五
帖
、

御
放
生
会
之
時
、
小
舎
人
之
冠
修
理
用
途
四
百
文
、
自
二
調
所
一
出
レ
之
、

浜
殿
借
家
之
畳
廿
四
帖
、
同
借
家
之
ラ
ヒ
シ
十
二
合
、
ス
エ
瓶
子

一
具
、
其

外
酒
肴
用
意
、
三
斗
入
筒

一
、
借
家
作
之
役
也
、

橘
皮
五
十
貫
、
長

一
丈
、
貫
糸
之
苧

一
両
、
橘
皮
之
袋
絹

一
両
、
自
二
調

所
一
出
レ
之
、

庭
草
分

一
ケ
年
分
四
ケ
度
、
帖
佐
之
役
也
、

四
月
二
日
、
六
月
廿
五
日
、
十
月
十
日
、
十
二
月
廿
八
日
、

右
い
注
文
如
件
、

弘
安
十
年
二
月
　
日

と
あ
り
、
前
者
の
守
公
神
は
ど
こ
の
も
の
か
明
確
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
こ

ろ
に
は
国
府
の
実
権
は
す
で
に
在
庁
官
人
に
よ
っ
て
握
ら
れ
て
お
り
、
「調
所
と
は

税
所

・
田
所
と
同
じ
よ
う
に
国
衛
在
庁
の
役
所
名
」
で
あ
り
、
「調
所
氏
は
こ
の
大

隅
国
の
在
庁
官
調
所
職
を
世
襲
せ
る
家
筋
で
藤
原
姓
で
あ
り
、中
世
、他
に
主
神
司

・

政
所
職
を
も
兼
ね
、
三
職
を
代
々
相
伝
し
た
」
と
さ
れ
る
の
で
、
国
庁
の
守
公
神
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
守
公
神
社
の
畳
を
近
郷
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
守
公
神
の
公
的
性
格
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
後
者
は
公
文
所
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の
守
公
神
で
あ

っ
た
。

弘
安
十
年
七
月
日
の

「宮
侍
守
公
神
結
番
注
文
」
か
ら
は
、　
一
番
か
ら
十
番
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
近
郷
の
者
三
人
ず
つ
が
守
公
神
の
番
役
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
も
国
庁
の
守
公
神
に
対
す
る
諸
役
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

Ｚθ
。

里

入 在
も   な  と      い  と
う こ 点 あ る あ

と

あ

庁
官
人
の

一
人
で
あ
る
大
中
臣
姓
姫
木
氏
の
由
緒
を
語

っ
て
い
る

「瀬
戸
口
伊

道
覚
書
」
に
は
、

さ
て
又
秀
勝
か
先
祖
を
委
敷
尋
に
、
か
ミ
大
す
ミ
の
住
人
に
姫
と
申
何
か
し
な

り
、
し
く
う
神
を
つ
か
さ
と
り
、
国
下
を
守
る
と
か
や
、
扱
い
に
し

へ
よ
り
今

迄
も
こ
く
し
か
た
け
と
申
て
、
姫
木
の
城
の
は
つ
れ
に
ミ
ヘ
て
た
か
の
有
け
る

ハ
、
其
時
よ
り
の
事
そ
か
し
、

り
、
姫
木
氏
が
守
公
神
の
祭
祀
を
司
り
、
大
隅
国
の
守
護
の
機
能
を
果
た
し
て

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
部
分
に

『薩
藩
旧
記
』
の
編
者
が
加
え
た
注
釈
に
は
、

国
分
ノ
府
中
村

二
守
君
神
社
ア
リ
、
大
隅
州
ノ
宗
社
往
古
ヨ
リ
建
立
、
此
村
府

中
ヲ
コ
フ
ト
唱

へ
申
候
、
正
字

ハ
国
府
卜
書
候
由
、

り
、
幕
末
に
は
守
君
神
社
が
大
隅
国
の
惣
社
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。

の
守
公
神
が
国
庁
に
付
設
す
る
守
公
神
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
以
下
の
史
料
か
ら

か
が
わ
れ
る
。
『調
所
氏
譜
中
貞
恒
伝
』
で
は
、

康
暦
三
年
辛
酉
、
先
是
　
齢
岳
公
使
二
本
田
氏
親

一
攻
二
取
姫
木
城
及
清
水
城

等

一
、
正
八
幡
神
官
等
亦
悉
服
レ
之
、
至
二
是
二
月
十
三
日
一
、
公
賜
長
王
神
司

書

一
、
（中
略
）
以
二
国
衛
料
田
一
捐
二
薦
干
守
公
神

一
、
乃
使
二
氏
親

一
為
二
坪

付

一
、
以
授
レ
之
、
凡
弐
町
八
段
、
賜
一一書
所
謂
主
神
司
殿

一
、
推
時
蓋
貞
恒
也
、

り
、
さ
ら
に
は
同
書
所
引
の

「藤
原
某
寄
進
状
」
に
は
、

寄
進

依
レ
有
二
敬
神

一
為
レ
国
□
令
二
知
行

一
、
守
公
神
目
日
□
御
油
御
供
田
等

祓戸神社 (守公神社)
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一  は
年
｀

藤
原

□

目
‐―
□
所
レ
奉
二
寄
進
一

状
目
――
□
康
暦
三
年
二
月
十
三
日

主
神
司
殿

（花
押
）

と
あ
り
、
主
神
司
で
あ
る
調
所
貞
恒
の
管
理
す
る
守
公
神
に
御
油
御
供
田
と
し
て
寄

進
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
国
衛
に
付
設
す
る
守
公
神
に
対
し
て
土
地
の
寄
進
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

（
‐８
）

応
永
十

一
年

（
一
四
〇
四
）
十
二
月
十
五
日

「姫
木
忠
通
寄
進
状
」
、
永
正
十

（
一
五

一
四
）
九
月
五
日

「島
津
家
老
臣
連
署
寄
進
状
」
な
ど
か
ら
も
わ
か
る
。

ま
た
、
『調
所
氏
譜
忠
恒
伝
』
所
引
応
永
十

一
年

（
一
四
〇
四
）
五
月
廿

一
日

「大

隅
国
目
代
在
庁
官
人
連
署
注
文
」
で
は
、
「
□

隅
国
々
衛
守
公
神
」
の
年
中
祭
式
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、祭
式
の
用
途
を
負
担
す
る
田
地
と
御
供
人
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
守
公
神
が
国
衛
に
付
設
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
さ
ら
に
、
連
署
し
て
い
る
の
が
、
調
所
書
生

・
田
所
検
校

・
税
所
検
校
な
ど
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
守
公
神
の
祭
礼
に
は
在
庁
官
人
が
関
与
し
て
お
り
、
大
隅
国
の
公

的
な
祭
礼
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

貞
治
六
年

（
一
三
六
七
）
十
月
二
十
七
日
の

「古
河
田
薗
以
下
所
々
崩
渡
堺
実
検

帳
」
は
、
守
公
神
講
師
で
あ
る
隆
幸
や
領
主
ら
が
、
屋
敷
地
な
ど
の
境
が
不
分
明
に

な
っ
た
の
で
確
定
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
て
き
た
こ
と
に
対
し
、
実
検
使
が
境
を
確
定

し
た
文
書
で
あ
る
が
、
そ
こ
に

「守
公
神
講
師
隆
幸
申
請
当
屋
敷

・
同
古
河
田
薗
以

下
所
々
崩
渡
堺
事
」
と
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
講
師
と
い
う
か
ら
に
は
隆
幸
は
、

講
経
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
大
隅
国
の
安
穏
を
祈
る
経

典
の
講
義
や
読
経
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

大
永
七
年

（
一
五
二
七
）
十

一
月
に
は
、
清
水
城
主
本
田
董
親
や
志
布
志
城
主
新

納
忠
勝
ら
が
宮
内
の
正
八
幡
宮
を
攻
め
、
神
殿
は
焼
失
し
、
調
所
恒
房
は
鹿
児
島
に

逃
れ
て
い
く
と
い
う
事
件
が
起
き
て
い
る
。
そ
の
後
へ
本
田
童
親
が
入
部
し
、

於
レ
是
董
親
乃
掠
二
神
領
一
、
自
二
清
水
一
掌
レ
祀
事
者
二
十
余
年
、
如
二
守
君

神
一
、
亦
渠
族
人
本
田
刑
部
少
輔
親
貞
入
道

一
恕
自
二
姫
木
一
領
レ
祀
事
云
、
几

調
所
氏
自
三
初
恒
親
就
二
職
国
衛
一迄
二
恒
房
一
、
時
十
有
八
世
五
百
三
十
余
年
、

而
遭
二
此
乱
一
、
亦
可
レ
謂
二
時
運
一実
、

と
、
本
田
が

「守
君
神
」
の
祭
祀
権
を
か
す
め
取
っ
て
、
か
わ
り
に
祭
祀
を
司
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
そ
の
と
き
の
様
子
を
、

同
代
調
所
殿
も
同
弓
矢
に
、
こ
う
の
御
神
の
ふ
ん
を
う
ち
す
て
ゝ
、
ミ
や
内

の
こ
と
く
被
逃
候
て
の
ち

ハ
、
か
こ
し
ま
に
被
参
、
伊
作
に
う

つ
り
打
死
候
、

神
役

ハ
一
如
の
つ
か
ま
つ
ら
れ
候
、

一
、
留
守
殿
た
い
て
ん
の
時
ハ
、
社
役
等
清
水
よ
り
さ
せ
ら
れ
候
、

と
記
し
て
お
り
、
「守
君
神
」
が

「
こ
う
の
御
神

（国
府
の
御
神
と

と
も
呼
ば
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

天
文
十
七
年

（
一
五
四
八
）
九
月
九
日
に
、
島
津
貴
久
は
伊
集
院
忠
朗
に
清
水
城

の
本
田
童
親
を
攻
め
さ
せ
、ま
た
北
郷
忠
相
を
使
っ
て
和
睦
交
渉
を
進
め
た
た
め
に
、

董
親
は
清
水
城
を
退
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
十
月
九
日
に
島
津
忠
良
は
、
本
田

童
親
が
再
び
清
水
城
に
入
っ
て
対
抗
し
た
の
で
攻
め
落
と
し
、
島
津
貴
久
は
同
城
で

戦
功
を
賞
し
て
い
る
。
『調
所
氏
兵
部
恒
房
伝
』
に
は
そ
の
様
子
を
、

天
文
十
七
年
戊
申
九
月
、
本
田
童
親
以
二
清
水
坂

一
、
　

大
中
公
師
兵
攻
レ
之
、

九
日
、董
親
委
城
遂
奔
■
壮
内
一、
十
月
、
封
二
　
公
弟
忠
将
君
鴻
群
燃
嬬
翠

於
清
水

城
一
、
諸
神
官
等
安
二
堵
旧
宅
一
、
恒
房
亦
還
二
旧
衛
一
、
領
二
祀
守
公
神
等

一

事
頗
如
二
旧
式
一
、

と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
書
所
引
の

御
札
之
旨
委
細
令
二
披
見
一
候
、

「盛
春
書
状
」
に
は
、

傷
国
衛
之
就
二
神
役
一
候
て
承
候
分
得
一■
（



心
一
候
、
北
郷
殿
代
何
事
も
相
違
有
間
敷
候
、
早
々
治
候

へ
と
百
姓
可
二
申

付
一
候
、
神
事
如
レ
此
間
、
可
二
召
成
一事
可
レ
然
存
候
、
慶
事
、
恐
々
謹
言
、

十
二
月
廿
四
日
　
　
　
　
　
盛
春

（花
押
）

調
所
兵
部
少
輔
殿

御
返
報

と
あ
り
、
「
国
衛
の
神
役
」
と
は
守
公
神
に
対
し
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
こ
で
、
島
津
貴
久
は
清
水
城
に
入
り
、
諸
神
官
の
旧
宅
を
安
堵
し
、
本
田
董
親
の

た
め
に
他
所

へ
の
退
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
調
所
恒
房
を
元
の
ご
と
く
国
衛
の

守
公
神
の
祭
祀
に
当
た
ら
せ
て
い
る
。
島
津
氏
に
と

っ
て
も
国
衛
の
守
公
神
の
祭
礼

を
滞
り
な
く
行
わ
せ
る
こ
と
は
、
国
分
の
地
域
を
支
配
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
こ
と

だ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『調
所
兵
部
少
輔
伝
』
で
も
、

授
下
ん
難
畔
二
世
掌

一
神
職
及
自
レ
昔
宝
伝
調
所
氏
系
図
一悪
、
諸
古
文
書
等
上
、

以
故
久
実
居
二
千
国
衛

一
、
領
二
祀
守
公
神

一
事
等
如
二
先
例

■
ム
、

と
あ
り
、
国
衛
の
守
公
神
を
祀
る
こ
と
は
、
系
図
や
諸
古
文
書
を
相
伝
す
る
こ
と
と

同
様
に
、
在
庁
官
人
調
所
氏
の
管
掌
す
る
重
要
な
職
務
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
島
津
氏
は
こ
う
し
て
清
水
城
な
ど
国
分
周
辺
を
支
配
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
天

文
二
十

一
年

（
一
五
五
二
）
十
二
月
四
日

「島
津
貴
久
等
連
署
起
請
文
」
の
神
文
の

部
分
で
は
、

奉
レ
始
一一梵
天
帝
尺
四
大
天
王

一
、
下
者
堅
牢
地
神
、
殊
者
日
本
第

一
熊
野
三

山
大
権
現
、
九
州
彦
三
所
権
現
、
薩
摩
新
田
八
幡
大
菩
薩
、
開
門
正

一
位
井
諏

訪
大
明
神
、
当
国
正
八
幡
大
菩
薩
、
止
上
、
白
山
井
北
辰
大
明
神
、
守
公
神
、

日
州
鵜
戸
大
権
現
井
霧
島
六
所
権
現
、
飲
肥
院
八
幡
大
菩
薩
、
三
俣
院
春
日
大

明
神
、
惣
者
六
十
余
州
大
小
神
祗
、
同
九
万
八
千
軍
神
摩
利
支
天
部
類
等
之

可
レ
蒙
二
神
罰
冥
罰
各

一
者
也
、

と
い
う
よ
う
に
、
薩
摩

・
大
隅

・
日
向
の
名
だ
た
る
神
社
と
と
も
に
、
守
公
神
の
名

が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
領
主
に
と

っ
て
守
公
神
は
重
要
な
神
で
あ

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

二
、
近
世
の
記
録
に
記
さ
れ
た
大
隅
国
府
付
設
の
守
公
神

中
世
文
書
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
守
公
神
の
姿
は
断
片
的
で
、
そ
こ
か
ら
全
体
像
を

探
る
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
近
世
の
記
録
類
を
用
い
て
守
公
神

の
姿
を
探

っ
て
み
た
い
。
弘
化
十
三
年

（
一
八
五
六
）
四
月
五
日

「
国
分
中
寺
社
由

緒
書
留
覚
」
に
そ
の
様
子
を
詳
し
く
載
せ
る
の
で
、
や
や
長
く
な
る
が
引
用
し
て
お

（２９）

（表
紙
）

「弘
化
十
三
丙
午
如
月
五
日

国
分
中
寺
社
由
緒
書
留
覚
　
全

七
十
翁
牧
元
実
有
」

一
、
守
君
神
　
　
　
　
　
　
守
君
神
権
社
司
社
家

谷
口
治
部
格
護

書
留
写

守
君
神
由
緒
書
之
事

一
、
右
神
領
五
十
五
町
相
付
御
座
候
由
申
伝
候
、
近
名
神
領
と
申
伝
候
字
之
地
方

干
今
多
々
御
座
候
事
、

一
、
右
守
君
神
座
主
天
神
坊
と
申
寺
御
座
候
由
申
伝
候
、
干
今
右
寺
之
字
御
座
候

事
、
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一
、
右
調
所
殿

・
伊
集
院
殿

・
瀬
戸
口
殿

ｏ
姫
城
殿
と
申
候
而
、
守
君
神
を
奉
守

護
主
取
之
衆
御
座
候
由
申
伝
候
、
右
筋
目
之
由
候
而
、
垂
水
江
伊
集
院
名
字

之
人
清
水
江
瀬
戸
口
名
字
之
人
干
今
居
住
之
由
承
申
候
、
其
時
代
ハ
判
官
代

と
申
社
人
五
拾
五
人
御
座
候
由
申
伝
候
、
右
筋
目
之
者
府
中
村
百
姓
之
内
ニ

少
相
残
り
御
座
候
、

一
、
六
月
廿
九
日
夏
超
之
御
祭
二
者
、
右
矢
鏑
馬
御
座
候
而
、
す
か
も
ち
御
屋
形

二
上
り
御
門
二
掛
り
候
由
申
伝
候
、

右
す
か
も
ち
干
今
神
前
二
相
籠
有
之
候
事
、

一
、
高
拾
石
曽
祖
父
右
京
左
衛
門
、
慶
長
十
九
年
二
守
君
神
社
人
職
被
仰
付
、
為

神
領
右
高
被
仰
付
候
、
社
屋
敷
三
ヶ
所
相
付
有
之
候
、
御
修
甫
等
も
御
公
儀

被
遊
候
、
其
以
後
御
分
国
中
諸
寺
社
家
知
行
被
召
揚
候
御
、
守
君
神
高
も
揚

り
申
候
、
当
分
者
屋
敷
五
畦
御
付
被
下
候
、
但
右
知
行
日
録
格
護
仕
申
候
事
、

一
、
正
月
元
日
、
三
月
三
日
、
五
月
五
日
、
六
月
廿
九
日
、
八
月
朔
日
、
九
月
廿

九
日
、
十

一
月
初
卯
、
年
中
二
七
ケ
度
御
祭
干
今
不
怠
、
自
分
御
祈
念
申
上

候
、
従
前
代
土
器
屋
相
定
有
之
候
、
御
祭
毎
二
土
器
相
調
差
上
申
候
事
、

一
、
正
八
幡
獅
子
従
前
代
千
今
十
月
十
六
日
守
君
神
江
御
参
初
被
成
候
二
付
、
慶

賀
正
月
元
日
二
参
始
候
事
、

右
守
君
神
宮
破
損
二
付
御
修
甫
之
儀
口
上
書
を
以
申
上
候
処
二
、
由
緒
書
出
可
申

通
被
仰
付
、
老
者
共
申
伝
候
儀
問
届
書
付
差
上
申
候
、
可
然
様
二
奉
願
候
以
上
、

国
分
守
君
神
社
人

亥
　
　
　
　
　
　
谷
口

十

一
月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
左
衛
門

右
書
付
谷
口
治
部
格
護
仕
候
、

覚
写

一
、
国
分
府
中
村
守
君
神
修
甫
之
儀
被
申
出
趣
、
達
　
虫貝
聞
候
処
、
修
甫
之
儀
氏

子
百
姓
中
よ
り
相
調
候
而
可
然
候
、
難
調
儀
も
候

ハ
ヽ
、
所
中
よ
り
助
カ

ニ

而
相
調
候
様

二
と
可
申
渡
旨
、
　

御
意
候
通
被
仰
渡
候
条
、
右
之
通
可
被
申

渡
候
以
上
、

寺
社
奉
行
所
印

元
禄
六
年
丙
七
月
四
日
島
津
縫
殿
殿

右
之
通
被
仰
渡
候
、
縫
殿
殿
被
聞
召
社
人
治
部
左
衛
門
早
々
罷
越
御
礼
申
上
候

様

二
可
被
申
渡
旨
御
下
知

二
而
候
、
尤
右
御
証
文
之
趣
を
以
修
甫
有
之
様

二
可

被
仰
渡
候
以
上
、

七
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
場
清
兵
衛
印

御
曖
衆
中

右
御
証
文
、
谷
口
治
部
格
護

棟
札
写

、
奉
再
興
守
君
神
御
殿

一
宇

隅
州
国
分
郷
府
中
村
　
守
君
神
自
古
崇
敬
而
村
中
或
愁
蛙
虫
近
里
或
愁
疾

疫
、
則
祈
而
消
除
焉
、
宮
殿
経
年
久
而
柱
朽
権
傾
也
、
乃
憑
郷
司
而
訴
修
造

於
地
頭
並
神
社
奉
行
而
遂
達
　
虫貝
聞
、
大
守
公
有
命
而
以
国
分

一
郷
衆
力
令

修
造
也
、
於
是
検
使
大
近
展
力
庶
民
子
来
而
経
営
不
日
成
実
、
所
謂
人
者
依

神
助
而
受
福
、
神
依
人
敬
而
益
威
信
哉
、神

主
　
　
谷
口
治
部
左
衛
門

大
宮
司
　
　
　
国
政

時
元
禄
九
丙
子
歳
三
月
吉
日
　
　
謹
誌
焉
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裏

ニ
地

頭

島
津
縫
殿
殿

寺

社

奉

行島
津
織
部
殿

（中
略
）

一
、
御
祭
之
儀
者
六
月
廿
九
、
亦
九
月
廿
九
、
亦
十

一
月
初
卯
ノ
日
、
御
神
供
差

上
、
御
神
楽
相
勤
申
候
、

一
、
高
井
銀
当
分
御
寄
附
無
御
座
候
、

（中
略
）

一
、
古
来
者
神
領
五
拾
七
町
為
有
之
由
候
処
二
、
漸
々
被
召
上
候
而
、
慶
長
年
間

二
　
龍
伯
様
御
代
二
高
拾
石
御
寄
附
被
遊
候
、
右
目
録
有
之
候
、
右
高
茂
其

後
被
召
揚
候
由
、
元
禄
十

一
年
寅
十

一
月
廿
八
日
、
所
役
所
帳
面
二
相
見
得

申
候
、

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
守
宮
神
の
祭
祀
を
司
っ
て
い
た
の
が
、
調
所

。
伊
集

院

・
瀬
戸
口
・
姫
城
と
い
う
在
庁
官
人
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
棟
札
写

の
部
分
で
、
村
中
が
蛙
虫
や
疾
疫
で
悩
ま
さ
れ
た
と
き
に
、
府
中
村
の
村
民
は
守
宮

神
に
そ
の
消
除
を
祈
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
守
公
神
は
府
中
に
お
け
る
鎮
守

神
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

『三
国
名
所
図
会
』
の
編
纂
の
際
ま
と
め
ら
れ
た

『神
社
調
』
の

「守
君
神
社
」

の
項
に
は
、

伊
井
諾

・
伊
井
冊
尊
、
御
子
九
神
奉
勧
請
候
、

右
守
君
神
宮
ハ
大
隅
国
惣
社
卜
奉
勧
請
置
候
、
御
尊
五
拾
五
丁
御
祭
廿
七
ケ

度
御
座
候
、
其
時
ハ
社
人
五
拾
五
人
右
筋
目
之
旨
、
蒔
中
村
百
姓
内
少
シ
相

残
居
申
候
、

一
、
調
所
殿
、
伊
集
院
殿
、
瀬
戸
口
殿
、
姫
城
殿
、
此
四
家
ニ
テ
守
君
神
宮
主
取

為
被
成
由
、
千
今
書
付
等
御
座
候
事
、

一
、
為
朝
様
御
信
仰
為
被
遊
由
申
伝
候
、
守
君
神
近
所
二
為
朝
様
御
石
燈
卜
申
伝
、

干
今
御
座
候
事
、

一
、
大
ほ
ら
の
か
い
一
ツ
為
朝
様
ヨ
リ
御
上
被
遊
候
由
、
神
前
二
納
置
候
事
、

一
、
龍
伯
様
別
テ
御
信
仰
為
被
遊
神
ニ
テ
御
座
候
事
、

一
、
琉
球
国
御
征
伐
之
硼
御
誓
願
被
遊
、
於
神
前
二
三
七
日
御
祈
蒔
為
被
遊
由
、

左
候
テ
首
尾
能
琉
球
御
手
二
入
為
申
由
、右
為
御
礼
御
祭
御
上
被
為
成
候
事
、

一
、
龍
伯
公
ヨ
リ
高
拾
石
御
附
被
遊
候
、
日
録
覚
悟
仕
候
、
御
領
内
寺
社
家
知
行

被
召
上
候
節
、
右
高
義
上
り
申
候
、

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
保
元
の
乱
で
破
れ
て
伊
豆
大
島
へ
流
さ
れ
、
そ
の
後
朝
廷
の
討

伐
軍
に
攻
め
ら
れ
て
自
害
し
た
と
さ
れ
る
源
為
朝
が
、
実
は
自
害
し
た
の
は
身
代
わ

り
で
、
為
朝
は
琉
球
に
わ
た
っ
た
と
す
る
為
朝
伝
説
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
興

味
深
い
。
冨
一国
神
社
伝
記
』
中
の
守
君
神
社
の
項
に
は
、

所
レ
祭
　
祓
戸
之
九
神

鎮
座
年
暦
、
由
緒
不
レ
詳
、

俗
伝
云
、
為
朝
公
之
霊
也
、
琉
球
ヨ
リ
、
此
地
二
来
テ
、
守
君
神
卜
奉
レ
祝
云
々
、

の
よ
う
に
、
為
朝
が
祀
ら
れ
て
い
る
と
い
う
俗
説
ま
で
登
場
し
て
い
る
。

明
治
初
年
鹿
児
島
県
庁
の
編
纂
と
思
わ
れ
る

『地
誌
備
考
』
贈
嚇
郡
国
分
郷
所
引

の

「調
所
氏
家
譜
」
の
恒
親
の
項
に
は
、

至
恒
親
時
、
補
主
神
政
所
調
所
三
職
、
於
大
隅
国
兼
正
官
祝
、
就
居
国
衛
受
封

戸
位
田
而
子
孫
世
襲
其
職
、
因
以
調
所
為
氏
云
、
嚇

前
此
目
司
祀
伊
井
冊

・

伊
井
諾
両
尊
於
国
衛
、
崇
号
守
公
神
、
為
闘
国
之
惣
社
、
甲

又
其
偏
南
有
大

穴
持
神
社
、
此
延
喜
式
神
名
帳
所
載
大
隅
国
五
座
之

一
也
、
甲

蓋
恒
親
之
居

主
神
也
、
偕
大
中
臣
姓
姫
木
氏
等
為
之
祭
主
、
因
及
子
孫
云
、
甲

と
記
さ
れ
て
お
り
、
田
中
健
二
は
こ
れ
を

「調
所
氏
家
譜
は
後
世
の
成
立
で
あ
る
か



ら
、
右
の
記
事
を
そ
の
ま
ま
事
実
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
国
衛
に
祀
ら
れ
る

神
と
し
て
、
国
生
み
の
神
で
あ
る
イ
ザ
ナ
ギ

・
イ
ザ
ナ
ミ
両
神
は
相
ふ
さ
わ
し
い
と

思
わ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｆ
一国
名
勝
図
会
』
大
隅
国
噌
咲
郡
国
分
之

一
「守

君
神
社
」
の
項
に
は
、
コ
日小
川
村
、
府
中
に
あ
り
、
祭
神
伊
井
諾
尊
、
伊
井
冊
尊
」

と
あ
り
、
鹿
児
島
藩
知
事
島
津
忠
義
の
命
で
編
纂
さ
れ
た

『薩
隅
日
地
理
纂
考
』
で

も
、
「守
公
神
社
詩
隆
域
アノ、
峙
　
奉
祀
二
坐
　
伊
井
諾
尊
、
伊
井
冊
尊
」
と
あ
る
。
し

か
し
、
国
府
に
付
設
す
る
神
社
の
場
合
、
具
体
的
な
神
名
が
記
さ
れ
る
例
は
中
世
以

前
に
は
な
い
の
で
、
祭
神
を
イ
ザ
ナ
ギ

・
イ
ザ
ナ
ミ
に
し
た
の
は
、
後
世
の
知
識
に

基
づ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

『地
誌
備
考
』
な
ど
で
守
公
神
を
惣
社
と
し
て

い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
近
世
の
史
料
で
あ
り
、
中
世
以
前
に
は

「惣

社
」
と
記
す
史
料
は
な
い
も
の
の
、
在
庁
官
人
が
祭
祀
を
司
っ
て
い
た
り
す
る
な
ど
、

「公
的
」
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
「惣
社
」
と
同
様
の
機
能
を
果
た
し
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
岡
田
荘
司
は
惣
社
の
性
格
を

「屋
敷
神
に
も
似
た
る
国
衛
鎮

守
神
と
し
て
の
性
格
」
と
と
も
に

「日
衛
行
事
の
重
要
施
設
」
で
あ
っ
た
と
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
大
隅
国
の
守
公
神
の
場
合
に
も
当
て
は
ま
る
。

守
公
神
を
管
理
し
て
い
た
人
物
に
関
し
て
は
、
『薩
隅
日
地
理
纂
考
』
に
、

此
外
彼
家
二
伝
ヘ
タ
ル
由
緒
書
二
、
往
古
調
所
、
伊
集
院
、
瀬
戸
日
、
姫
木
ノ

四
家
ニ
テ
当
社
ヲ
預
り
、
神
領
五
十
五
町
、
判
官
代
■
イ
ヘ
ル
社
人
五
十
五
人

ア
リ
テ
、
此
ア
タ
リ
ノ
田
地
二
神
領
卜
唱
ル
字
ノ
多
カ
ル
ハ
ス
ヘ
テ
此
神
領
ナ

リ
シ
ヨ
シ
見
ヘ
タ
リ
、
祭
日
二
月
初
午

・
六
月
十
九
日

・
九
月
廿
九
日

・
十

一

月
中
卯
日
ナ
リ
、

と
あ
り
、
在
庁
官
人
が
管
理
し
て
お
り
、
社
人
も
お
り
、
付
随
す
る
神
領
も
か
な
り

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
章
で
は
、
「屋
敷
神
に
も
似
た
る
国
衛
鎮
守
神
と
し
て

の
性
格
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

三
、
国
府
守
公
神
の
性
格

大
隅
国
府
の
守
公
神
と
関
連
し
て
も
う

一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
清
水
城
に
守
公

神
が
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
清
水
城
は
国
分
市
清
水
に
あ
る
山
城
で
あ
り
、
本
田

潔
に
よ
っ
て
詳
し
い
報
告
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
樋
、
残
存
状
況
は
不
良
で
、
現
在

で
は
か
つ
て
の
姿
を
想
像
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

『三
国
名
勝
図
会
』
大
隅
国
噌
嚇
郡
清
水
の
項
に
は
、

弓
箭
守
公
神
社
励
噸
浦
は
「
町
、
弟
子
丸
村
、
清
水
城
内
に
あ
り
、
祭
神
十
三
座

な
り
、
正
面
及
東
西
に
神
輿
三
を
置
く
、
正
面
に
は
、
頼
朝
公
智

得
仏
公
墜

丹
後
局
け

の
三
座
を
安
ず
、
脚
製
敵
珀
位
ど
劉
学
一面
東
脇
に
は
、
住
吉
大
明
神
の

四
坐
を
安
ず
、
敷
焔
甥
稀
功．動
腑
錫
崎
坐．候
猶
西
脇
に
は
曽
於
郡
止
上
六
社
権
現
の
六

座
を
安
ず
、
場
蜘
な．唯
榊
の
合
せ
て
十
三
坐
な
り
、
往
古
清
水
城
内
に
建
立
し
て
、

其
鎮
守
な
り
と
い
ふ
、
勧
請
の
年
月
詳
な
ら
ず
、
永
禄
七
年

・
元
和
五
年
等
の

棟
札
を
蔵
む
、
例
祭
年
中
に
凡
そ
二
十
四
度
あ
り
、
社
司
谷
口
氏
、

と
あ
り
、
『清
水
神
社
仏
閣
名
所
古
城
川
筋
惣
高
人
外
改
帳
』
に
は
、

一
、
守
公
神
城
内
二
在
り
、
仮
屋
辰
方
二
町
、
祭
神
十
五
座
、

東
脇
神
輿
住
吉
四
座
械
姉
嬰
后．
・中剰
肝
・表州
陀
。大
日
・観
責

御
饗
四
膳
財鰈型

正

面

神

興

相
肺
″
騰
聡

．一座
、
中
頼
朝
公
、
左
忠
久
公
、

御
饗
膳
計鰈脚慨朝た「、

西

脇

神

輿

止

上

六

座

鵜

二神
離
墨

面

い
卿

一極

脚
独
「

一
／ヽ 一雛
ギ

御
饗
六
膳
財鰈型

と
あ
る
。

清
水
城
に
い
つ
守
公
神
が
勧
請
さ
れ
た
の
か
を
明
確
に
語
る
史
料
は
な
い
が
、
源

頼
朝

。
島
津
忠
久

・
丹
後
局
が
祭
神
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
忠
久
は
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島
津
家
の
初
代
で
あ
り
、
文
治
元
年

（
一
一
八
五
）
よ
り
建
久
八
年

（
一
一
九
七
）

頃
に
わ
た
っ
て
源
頼
朝
よ
り
薩
摩

。
大
隅

。
日
向
関
係
の
諸
職
に
任
じ
ら
れ
た
。
と

こ
ろ
が
、
建
仁
三
年

（
一
二
〇
三
）
に
比
企
氏
の
乱
に
縁
坐
し
て
、
そ
れ
ら
の
諸
職

を
改
替
さ
れ
て
し
ま
い
、
再
度
薩
摩
国
守
護
職
に
補
任
さ
れ
た
の
は
元
久
二
年

（
一

二
〇
五
）
で
あ
っ
た
。
『島
津
系
図
』
に
よ
る
と
、
忠
久
は
源
頼
朝
の
庶
長
子
で
、

母
は
比
企
能
員
妹
丹
後
局
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
祭
神
の
中
心
は
忠
久
で
あ
っ
て
、
そ

の
父
母
と
い
う
こ
と
で
頼
朝
と
丹
後
局
が
祀
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。す
る
と
、

本
来
的
に
は
具
体
的
な
祭
神
の
な
い
守
公
神
を
清
水
城
に
勧
請
し
て
、
上
記
の
三
柱

を
祭
神
と
し
た
の
は
、
島
津
家
の
系
譜
を
引
く
者
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
清
水
城
と
島
津
氏
の
関
係
を
見
て
み
る
と
、
永
和
二
年

（
一
三
七
六
）

に
島
津
氏
六
代
氏
久
が
攻
め
取
り
、
本
田
氏
親

・
親
治
父
子
に
預
け
て
い
る
。
以
後

本
田
氏
の
居
城
と
な
っ
て
い
る
が
、
天
文
十
七
年

（
一
五
四
八
）
九
月
、
島
津
貴
久

が
入
部
し
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
貴
久
は
翌
十
八
年
十

一
月
ま
で
の
一
年
あ
ま
り

清
水
城
に
滞
在
す
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
に
国
府
の
守
公
神
を
勧
請
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
貴
久
は
、
「守
君
神
」
と
も
書
か
れ
て
君
主
を
守
護
す
る
神
と
み
な
さ

れ
て
い
た
守
公
神
を
在
城
す
る
清
水
城
に
勧
請
し
、
頼
朝

・
忠
久

ｏ
丹
後
局
を
祖
神

と
し
て
祭
神
に
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
在
城
中
の
安
穏
を
願
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

島
津
氏
は

一
方
で
は
在
庁
官
人
の
調
所
氏
に
命
じ
て
国
府
の
守
公
神
の
祭
祀
を
再

興
さ
せ
る
の
と
と
も
に
、
も
う

一
方
で
は
自
ら
の
居
城
と
し
た
清
水
城
に
守
公
神
を

勧
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
分
地
方
の
神
祗
体
系
を
も
手
中
に
収
め
た
の
で
あ
る
。

守
公
神
は
公
的
な
建
物
の
守
護
神
で
あ
っ
て
、　
一
般
民
衆
が
勝
手
に
祀
っ
て
よ
い
神

で
は
な
い
。
貴
久
は
そ
の
守
公
神
の
祭
祀
を
命
じ
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
居
城
で
も

祀
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の

「公
的
」
面
を
神
祗
体
系
上
で
も
獲
得
し
て
い
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
守
公
神
は
、
明
治
十
二
年
二
月
十
四
日
の

『大
隅
国
囀
咲
郡
清
水
郷
神
社
取

で
は
、

祭
神
　
頼
朝
公

・
忠
久
公

・
丹
後
局

神
体
　
木
造

祭
日
　
一
一月
十
三
日
、
十

一
月
十
三
日

創
建
　
不
詳

由
緒
　
無
御
坐

境
内
　
反
別

一
段
二
畝
廿
四
歩

内
　
社
地
二
畝
、
社
山

一
反
廿
四
歩

宝
殿
　
五
敷
、
三
間
三
尺
　
屋
根
茅
葺

無
殿
　
無
御
坐

拝
殿
　
無
御
坐

神
餞
殿
　
無
御
坐

門
守
神
社
　
無
御
坐

鳥
居
　
一
基
本

鹿
児
島
程
表
ヨ
リ
距
離
　
八
里

祀
官
　
神
崎
正
英

（黒
印
）

氏
子
　
無
御
坐

と
記
さ
れ
る
小
祠
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
明
治
四
十

一
年
十

一
月
三
十
日
に
愛
宕
神

社
と
と
も
に
郷
社
の
天
御
中
主
神
社
に
合
祀
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
貴
久
お
よ
び
島
津
氏
の
移
動
に
と
も
な
っ
て
守
公
神
を
も
他
所
に
勧

請
し
た
と
い
う
記
事
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
大
隅
国
の

「惣
社
」
と

さ
れ
、
祖
神
と
も
な

っ
た
守
公
神
な
ら
ば
、
当
然
島
津
氏
が
居
所
を
か
え
る
た
び
に
、

新
居
住
地
に
分
祀
し
て
い
っ
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど
う
考
え
れ

ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
惣
社
と
守
公
神
と
は
本
来
的
に
は
別
の
社
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
相
模
国
に
お
い
て
、
惣
社
は
六
所
明
神
社
で
あ
る
の

調こ
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に
対
し
て
、
別
に
守
公
神
社
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
し
か
し
、

大
隅
国
の
場
合
は
守
公
神
が

「惣
社
」
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

守
公
神
は
国
府
と
関
連
し
て
見
ら
れ
る
場
合
だ
け
で
は
な
い
。　
一
例
を
あ
げ
て
み

る
と
、
薩
摩
国
伊
作
庄
に
お
け
る
元
亨
四
年

（
一
三
二
四
）
八
月
二
十

一
日
の

「地

頭
代
道
慶

・
雑
掌
憲
俊
連
署
和
与
状
」
で
は
、
庄
内
を
西
流
す
る
伊
与
倉
川
を
境
と

し
て
下
地
中
分
が
行
わ
れ
、
川
北
を
領
家
方
、
川
南
を
地
頭
方
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

一
円
支
配
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
、

一
、
領
家
方
庄
庁

ｏ
同
宿
神
、
井
地
頭
方
諏
方
社

・
地
頭
所

・
同
被
管
輩
住
宅

等
事
、

右
、
庄
庁

。
同
宿
神
社
等
者
、
於
川
以
南
在
之
、
諏
方
大
明
神
社

・
地
頭
所

・

同
被
管
輩
住
屋
等
者
、
現
在
河
以
北
、
而
下
地
中
分
之
上
者
、
明
年
二
月
中
仁
、

庄
庁

・
宿
神
等
者
、
取
渡
干
河
北
、
又
至
諏
方
社
井
地
頭
所

。
同
被
管
輩
住
宅

者
、
可
取
移
河
南
、
若
過
約
月
不
取
渡
者
、
互
可
被
申
行
罪
科
也
焉
、

と
、
翌
年
の
二
月
ま
で
に
、
川
南
に
あ
る
庄
庁
と
そ
れ
に
付
設
す
る
宿
神
を
川
北
に

移
し
、
川
北
に
あ
る
地
頭
方
諏
訪
社

ｏ
地
頭
所

ｏ
同
被
官
の
住
宅
を
川
南
に
移
転
す

る
取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
宿
神
は
、
雑
掌
の
常
駐
宿
所
で
あ
る
庄

庁
に
付
設
す
る
も
の
で
、
庄
庁
を
守
護
す
る
神
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
数
少
な
い
史
料
か
ら
守
公
神
の
性
格
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
難
し
い

が
、
伊
作
庄
の
史
料
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
守
公
神
は
建
物
を
守
護
す
る
神
、
さ

ら
に
言
う
な
ら
ば
鎮
宅
神
の
よ
う
な
存
在
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し

て
そ
れ
は
土
地
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
た
め
、
他
所

へ
勧
請
さ
れ
る
こ
と
は
原
則
的

に
な
い
は
ず
で
あ
る
。
国
分
市
府
中
か
ら
国
分
市
清
水
の
清
水
城

へ
守
公
神
が
勧
請

さ
れ
た
の
は
、
両
者
は
近
接
し
て
お
り
、
同

一
の
守
公
神
の
支
配
す
る
領
域
で
あ
る

と
み
な
さ
れ
て
い
た
上
に
、
守
公
神
が
主
君
を
守
護
す
る
神
と
も
考
え
ら
れ
て
い
て
、

清
水
城

へ
入
城
し
た
島
津
貴
久
は
在
城
中
の
安
穏
を
願

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
主
に

『薩
藩
旧
記
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
中
世
史
料
を
活
用
し
て
、
大
隅

国
庁
に
付
設
さ
れ
る
守
公
神
の
性
格
を
考
え
た
。
守
公
神
が
い
つ
か
ら
存
在
し
て
い

る
の
か
不
明
だ
が
、
石
見
の
府
中
神
社
や
加
賀
の
府
南
社
な
ど
の

「国
庁
神
社
」
は

九
世
紀
後
半
に
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
平
安
期
の
記
録
に
は

「国
庁
神
社
」
の
記
録

は
少
な
い
。
村
井
康
彦
は

「中
世
に
下
っ
て
に
わ
か
に
ふ
え
る
惣
社
や
府
中
神
社
、

守
公

（宮
）
神
社
な
ど
が
平
安
期
の
国
庁
神
社
の
系
譜
を
引
く
も
の
で
あ
っ
た
と
す

れ
ば
、
中
世
移
行
期
の
地
方
神
祗
を
知
る
た
め
に
も
国
庁
神
社
の
存
在
と
そ
の
役
割

は
も
っ
と
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
¨
」
と
し
て
い
る
が
、
大
隅
国
の
守
公
神

の
例
だ
け
か
ら
で
は
、
そ
れ
を
解
明
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
今
後
は
他
国
の
守
公

神
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
と
と
も
に
、
国
庁
と
関
連
す
る
も
の
以
外
の
守
公
神
に

つ
い
て
の
考
察
を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
中
世
に
お
い
て
は
守
公
神
社
の
祭
祀
を
在
庁
官
人
の
系
譜
を
引
く
者

が
司
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
こ
れ
は
国
家
に
よ
っ
て
画

一
的
に
統
合

さ
れ
て
い
な
い
神
祗
祭
祀
の
あ
り
方
を
物
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
庁
と
い
う

国
家
機
関
を
守
護
す
る
守
公
神
で
あ
っ
て
も
、
在
地
信
仰
の
基
盤
の
上
に
の
っ
た
神

祗
体
系
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
各
国
に
お
け
る

「国
庁
神
社
」
の
あ
り
方

を
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
は
中
央
の
視
点
か
ら
考
え
ら
れ
て
き

た
神
祗
体
系
を
、
地
方
の
視
点
か
ら
組
み
直
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註

（１
）
角
田
文
衛
編

『国
分
寺
の
研
究
』
上
、
考
古
学
研
究
会
、　
一
九
三
八
年
。
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（２
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

『日
本
研
究
』

一
二
、　
一
九
九
五
年
六

日
月

。

（３
）
惣
社
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
論
考
が
あ
り
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
伊

藤
邦
彦

「
一
宮

・
惣
社
の
成
立
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」
翁
都
立
工
業
高
等
専

門
学
校
研
究
報
告
』

一
二
、　
一
九
七
七
年
三
月
）
、
伊
藤
邦
彦

「諸
国

一
宮

・

惣
社
の
成
立
」
（『日
本
歴
史
〓
一一五
五
号
、
一
九
七
七
年

一
二
月
）
、
水
谷
類
「惣

社
の
成
立
」
翁
駿
台
史
学
』
六
三
号
、　
一
九
八
五
年

一
月
）
な
ど
が
あ
る
。
印

鈴
社
に
つ
い
て
は
、
木
下
良

「印
鎗
社
に
つ
い
て
―
古
代
地
方
官
庁
跡
所
在
の

手
が
か
り
と
し
て
―
」
翁
史
元
』

一
七
号
、　
一
九
七
三
年

一
一
月
）
、
牛
山
佳

幸

「印
鈴
神
事
と
印
鈴
社
の
成
立
」
翁
日
本
歴
史
』
三
六
五
号
、　
一
九
七
八
年

一
〇
月
）
、
牛
山
佳
幸

「北
部
九
州
地
方
に
お
け
る
印
鈴
社
に
つ
い
て
」
翁
西

南
地
方
史
研
究
』
五
号
、　
一
九
八
三
年
八
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（４
）
『柳
田
国
男
全
集
』

一
一
、
ち
く
ま
書
房
、　
一
九
九
〇
年
、
五
〇
六
頁
。

（５
）
『柳
田
国
男
全
集
』

一
五
、
ち
く
ま
書
房
、　
一
九
九
〇
年
、　
一
七

一
頁
。

（６
）
宿
神
に
つ
い
て
は
、
堀

一
郎

「夙

（宿
）
と
宿
神
」
翁
我
が
国
民
間
信
仰
史

の
研
究
』
含
し

を不
教
編
、
東
京
創
元
社
、　
一
九
五
三
年
）
、
服
部
幸
雄

「宿
神

論
―
芸
能
神
信
仰
に
関
す
る

一
考
察
―
」
翁
文
学
』

一
九
七
四
年

一
〇
月
、　
一

九
七
五
年

一
・
二

・
六
月
）
な
ど
の
考
察
が
あ
る
。

（７
）
こ
の
う
ち
、
備
前
の
場
合
は

「国
長
社
」
、
美
濃
の
場
合
は

「館
守
神
」
、
若

狭
の
場
合
は

「文
武
百
官
明
神
」
を

「守
宮
」
と
同

一
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、

「守
宮
」
と
呼
ば
れ
た
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
加
賀
国
府
が
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
て
い
る
小
松
市
古
府
町
の
す
ぐ
北
に
は
十
九
堂

（ジ
ュ
ク
ド
ウ
）
と

通
称
さ
れ
る
地
が
あ
り
、守
公
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
な
ど
、

他
の
国
に
お
い
て
も
守
公
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

（８
）
『国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告

一
〇
共
同
研
究

「古
代
の
国
府
の
研
究
Ｌ

第

一
法
規
、　
一
九
八
六
年
。

（９
）
藤
岡
謙
二
郎

『国
府
』
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
六
七
年
。
日
野
尚
志

「西
海
道

国
府
考
」
『大
宰
府
古
文
化
論
叢
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
八
三
年
。

（１０
）
『創
立
七
十
周
年
記
念
誌
』
県
立
国
分
高
等
学
校
、　
一
九
八
四
年
。

（１１
）
「大
隅
の
国
府
に
つ
い
て
―
国
府
府
中
説
の
再
検
討
―
」
『九
州
史
学
』
七
〇
、

一
九
八
〇
年

一
二
月
。

（・２
）
『鹿
児
島
県
史
料
』
旧
記
雑
録
前
編

一
、
八
八

一
。

（・３
）
五
味
克
生

「調
所
氏
寸
考
」
『日
本
歴
史
』

一
六
二
、　
一
九
六

一
年

一
二
月
。

（・４
）
『鹿
児
島
県
史
料
』
旧
記
雑
録
前
編

一
、
八
八
〇
。

（・５
）
『鹿
児
島
県
史
料
』
旧
記
雑
録
前
編
二
、
二
四
九
四
。

（・６
）
『鹿
児
島
県
史
料
』
旧
記
雑
録
前
編
二
、
四

一
〇
。

（・７
）
『鹿
児
島
県
史
料
』
旧
記
雑
録
前
編
二
、
四

一
一
。

（・８
）
『調
所
氏
譜
忠
恒
伝
』
所
引
。
『鹿
児
島
県
史
料
』
旧
記
雑
録
前
編
二
、
七
三

一

。

（・９
）
『調
所
氏
譜
忠
房
伝
』
所
引
。
『鹿
児
島
県
史
料
』
旧
記
雑
録
前
編
二
、　
一
八

四
九
、　
一
八
五
〇
。

（２０
）
『鹿
児
島
県
史
料
』
旧
記
雑
録
前
編
二
、
七
二
五
。

（２．
）
『鹿
児
島
県
史
料
』
旧
記
雑
録
前
編
二
、　
一
八
三
。

（２２
）
『鹿
児
島
県
史
料
』
旧
記
雑
録
前
編
二
、
一
一
一
〇
七
、
二

一
〇
八
、
一
一
一
〇
九
、

二

一
一
〇
、
二

一
一
一
、
二

一
一
二
。

（２３
）
『鹿
児
島
県
史
料
』
旧
記
雑
録
前
編
二
、
二

一
〇
七
。

（２４
）
『鹿
児
島
県
史
料
』
旧
記
雑
録
前
編
二
、
二

一
一
二
。

（２５
）
『鹿
児
島
県
史
料
』
旧
記
雑
録
前
編
二
、
二
五
九
四
。

（２６
）
『鹿
児
島
県
史
料
』
旧
記
雑
録
前
編
二
、
二
五
九
五
。

（２７
）
『鹿
児
島
県
史
料
』
旧
記
雑
録
前
編
二
、
二
五
九
六
。
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（２８
）
『鹿
児
島
県
史
料
』
旧
記
雑
録
前
編
二
、
二
六
九
九
。

（２９
）
原
本
の
所
在
は
不
明
。
国
分
市
郷
土
誌
編
纂
室
に
残
る
コ
ピ
ー
に
よ
り
翻
刻
。

東
郡
彦
編

『国
分
府
中
誌
』
２

九
八
〇
年
）
に
も
載
せ
る
が
、
読
み
誤
っ
て

い
る
部
分
も
あ
る
の
で
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
所
蔵

『神
社
調
』
（十
八
冊
之

内
六
）
を
参
照
し
な
が
ら
校
正
を
加
え
た
。

（３０
）
神
祗
全
書
第
五
輯
、
皇
典
講
究
所
、　
一
九
〇
八
年
。

（３．
）
鹿
児
島
県
立
図
書
館
所
蔵
。
版
心
に
鹿
児
島
県
と
記
す
罫
紙
に
記
さ
れ
て
い

Ｚ

Ｏ

。

（３２
）
田
中
健
二
前
掲
論
文
。

（３３
）
薩
摩
藩
主
島
津
済
興
の
命
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
天
保
十
四
年

（
一
八
四
三
）

完
成
。
青
潮
社
刊
、　
一
九
八
二
年
。

（３４
）
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
、　
一
八
九
八
年
。

（３５
）
「中
世
国
衛
祭
祀
と

一
宮

・
惣
社
」
『神
道
及
び
神
道
史
』
三
〇
号
、　
一
九
七

七
年
四
月
、
の
ち

『平
安
時
代
の
国
家
と
祭
祀
』
（続
群
書
類
従
完
成
会
、　
一

九
九
四
年
）
所
収
。

（３６
）
し
か
し
、
「隅
州
惣
社
正
八
幡
宮
」
（永
禄
十

一
年
六
月
十
五
日
島
津
義
久
起

請
文
写

『都
城
島
津
家
文
書
じ

と
す
る
史
料
も
あ
る
の
で
、
守
公
神
と
正
八

幡
宮
の
関
係
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（３７
）

一
九
八
三
年
十

一
月
二
十
五
日
に
調
査
さ
れ
た
も
の
で
、
鹿
児
島
県
教
育
委

員
会
に
提
出
さ
れ
た
。

（３８
）
原
本
は
玉
里
島
津
家
蔵
、　
一
九
二
九
年
に
謄
写
さ
れ
た
鹿
児
島
県
立
図
書
館

蔵
本
を
使
用
。

（３９
）
三
木
靖

『薩
摩
島
津
氏
』
新
人
物
往
来
社
、　
一
九
七
二
年
。

（４０
）
『続
群
書
類
従
』
第
五
輯
上
。

（４．
）
鹿
児
島
県
立
図
書
館
蔵
。

（４２
）
『神
社
明
細
帳
』
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
蔵
。

（４３
）
鎌
倉
遺
文
二
八
八
〇

一
。

（４４
）
伊
作
庄
の
下
地
中
分
に
関
し
て
は
、
高
島
緑
雄

「辺
境
庄
園
の
領
主
と
農
民

―
薩
摩
国
伊
作
庄

ｏ
日
置
北
郷
―
」
（西
垣
晴
次
編

『鎌
倉
武
士
西
へ
』
〈地
方

文
化
の
日
本
史
三
〉
文

一
総
合
出
版
、　
一
九
七
八
年
）
や
、
三
木
靖

「島
津
荘

薩
摩
方
伊
作
庄
日
置
北
郷
の
下
司
と
地
頭
―
下
地
中
分
図
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て
の
覚
え
書
き
―
」
（竹
内
理
三
編

『荘
園
絵
図
研
究
』
東
京
堂
出
版
、　
一
九

八
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（４５
）
村
井
康
彦
前
掲
論
文
。

（付
記
）
史
料
閲
覧
に
際
し
、
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
鹿
児
島
県
立
図
書
館

・

国
分
市
郷
土
誌
編
纂
室
の
各
機
関
に
対
し
、厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
稿
は

一
九
九
五
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金

（特
別
研
究

員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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